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令和５年度介護ロボットの開発・実証・普及のプラットフ
ォーム事業

腰痛、介護負担感の改善を目指して
移乗支援介護ロボット: Hug T1,マッスルスーツEveryを試用して

【施設名】グループホーム愛愛

かご
＼ロボ／２０２４
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©2023 令和５年度介護ロボットの開発・実証・普及のプラットフォーム事業

施設概要

グループホーム愛愛（株）プログレス

開設年月日 平成１５年７月１０日

所在地 鹿児島県鹿児島市吉野町２丁目３６番地１５号

定員 １８名（２ユニット制 １ユニット９名）

平均介護度 ２.９４（入居者 １８名 11.28現在）

協力医療機関かわもと記念クリニック 伊敷病院

2令和６年度鹿児島県介護生産性向上総合相談センター

かご

＼ロボ／ 2024
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〇全体介護度が高く身体介助多い。 ※R6.11.28現在

要介護
割合
（％）

人数

要介護1 22% 4 人

要介護2 11% 2 人

要介護3 28% 5 人

要介護4 28% 5 人

要介護5 11% 2 人

平均介護度 2.94 18 人

かご

＼ロボ／ 2024
利用者介護度

令和６年度鹿児島県介護生産性向上総合相談センター
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12～1月

取り組み全体の流れ
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パッケージモデル プロジェクトの流れ

11月１日～11月9日：試行的導入

施設マニュアル作成

11月11日～29日：本格的導入
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12月4日：介護ロボットの運用評価確認
12月5日～：腰痛アンケート（試用後）

令和６年度鹿児島県介護生産性向上総合相談センター

かご

＼ロボ／ 2024

8月１日：伴走支援合同説明会
キックオフ宣言

8月12日：PJリーダーとの打合せ
8月21日：課題の見える化
8月22日～：改善方針シートの作成
9月11日：取り組み課題の選定
9月14日：介護ロボット体験（かごロボ）
10月7日～：問題解決の道筋シート作成

実行計画の作成
10月16日～：腰痛アンケート（試用前）
10月17日～：タイムスタディ調査
10月23日：試行的導入の準備会議

12月5日～：取り組みの振返りと次の課題の解決に
向けての計画の練り直し
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取り組みの結果
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手順１ 改善活動の準備をしよう

施設長によるキックオフ宣言（8月1日）

プロジェクトチームの立ち上げ（8月5日）

・プロジェクトリーダー：介護支援専門員（副管理者）

・サブリーダー：介護福祉士

・調査担当：介護職員

・研修担当：介護福祉士

・マニュアル担当：介護福祉士

・事務担当：介護福祉士

6
令和６年度鹿児島県介護生産性向上総合相談センター

かご

＼ロボ／ 2024
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手順２ 現場の課題を見える化しよう（１／７）

7令和６年度鹿児島県介護生産性向上総合相談センター

かご

＼ロボ／ 2024

課題抽出：ブレインストーミング（8月21日）
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手順２ 現場の課題を見える化しよう（２／７）
改善方針シート

8令和６年度鹿児島県介護生産性向上総合相談センター

かご

＼ロボ／ 2024
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手順２ 現場の課題を見える化しよう（３／７）

9令和６年度鹿児島県介護生産性向上総合相談センター

かご

＼ロボ／ 2024

1. 移乗困難な対象者（表１）

下肢筋力が弱く、大柄な入居者の移乗時
に 負担がかかる。特に浴槽への移乗や
トイレへの移乗介助時に腰痛が起こりや
すい。

1. 環境の問題

居室が狭いため、移動式リフトは使いづ
らかった。

1. 介護スキル

スタッフ（特に未経験者）に介護スキル
を教える時間が足りていない。

1. 業務形態

日中、３人（うち１人は調理担当）、夜
間は１人で介護業務しており、それぞれ
入居 者に応対している為、移乗介助応
援を求めづらい

腰痛に関して考えられる要因

独歩１１％、歩行介助２８％、車椅子
（見守り含む）３９％、２人介助２２％
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手順２ 現場の課題を見える化しよう（４／７）

10令和６年度鹿児島県介護生産性向上総合相談センター

かご

＼ロボ／ 2024

腰痛課題への対策

1. 腰痛調査、腰痛アンケートの実施

・どのような場面で腰痛が生じているか等々の詳細把握

2. 非装着型移乗ロボットの検討・選定・メーカ説明

・かごロボ訪問→移乗支援介護ロボットの試用体験

・メーカーによる試用説明会の開催

3. 移乗技術の改善指導

・協力医療機関リハ職による指導

・腰痛体操（体幹ストレッチ、筋力改善を業務プロセスに組み入れる）

4. 情報共有

・スタッフ間でサポートが生じる可能性がある利用者様を明確化し、随時会議等で

情報共有を図る
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〇安静時は疼痛レベルが低いという回答が多いが、
就労後になると疼痛が強い割合が極端に増えてい
る。

〇安静時にも疼痛があるスタッフは業務後には強
い痛みへ変化している傾向が読み取れる。

〇業務での身体負荷が高い傾向にある

腰痛への対策が
急務（課題）

手順２ 現場の課題を見える化しよう（５／７）

令和６年度鹿児島県介護生産性向上総合相談センター

かご

＼ロボ／ 2024
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手順２ 現場の課題を見える化しよう（６／７）

業務内容の不平等感、業務プロセスの問題

1. 記録業務の重複

介護記録、請求・ケアプランのシステムが別々で、記録が

終わらず残業

1. 移乗業務や見守り業務の負担

2. 電子機器への不慣れ、抵抗感

3. 清掃などの衛生面

4. 介護業務の重複

日中２人で介護業務をする場合、１人は記録業務を兼務し

ていると片方に負担がかかる。

12

かご

＼ロボ／ 2024

令和６年度鹿児島県介護生産性向上総合相談センター
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業務内容の不平等感、業務プロセスの問題への対策

1. 介護ソフトの１本化

2. 見守り機器や移乗介護機器の検討

→かごロボ訪問実施

1. 音声入力で記録してみる

2. 介護記録についての勉強会開催

→タブレット（介護記録アプリ）講習会

1. 感染症・衛生管理の研修会実施

2. タイムスタディ実施（直接業務・間接業務の見える化）

13

手順２ 現場の課題を見える化しよう（７／７）
かご

＼ロボ／ 2024
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手順３ 実行計画を立てよう（１／６）

14

かご

＼ロボ／ 2024
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手順３ 実行計画を立てよう（２／６）

15

かご

＼ロボ／ 2024

令和６年度鹿児島県介護生産性向上総合相談センター

介護ロボットの選定の要件

・腰痛や疲労感などを軽減できること。

・一人介助でトイレ移乗支援ができること。

・夜間時や人手が少ない時に心理的安心感が得られること。

試用前評価

・腰痛アンケート（10月16日～10月31日）⇒結果は後述

・タイムスタディ（10月17日～10月28日）⇒結果は後述
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手順３ 実行計画を立てよう（３／６）

16

かご

＼ロボ／ 2024

令和６年度鹿児島県介護生産性向上総合相談センター

かごロボ見学（9月14日）
Hug T1、マッスルスーツ

Everyの試用を決定

試用貸出の依頼
・Hug T1（10月24日）
・マッスルスーツEvery（10月24日）
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手順３ 実行計画を立てよう（４／６）

17

かご

＼ロボ／ 2024

令和６年度鹿児島県介護生産性向上総合相談センター

実行計画（試行的導入）の立案（10月7日～10月23日）

試行的導入期間(11月1日～11月9日)

①主な使用場面は居室とトイレなどを想定

②担当スタッフが試用

試行的導入における対象者

≪対象者の要件≫

・体格が大きく、端坐位保持が可能で、下肢の支持性が低い方

・立ち上がりは可能だが、歩行が困難な方

・立位保持が数秒程度の方

・筋力低下、寝たきりに近い方

≪職員の要件≫

・移乗介助を行う職員

・筋力が弱い職員
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Hug T1：10月31日
• オンライン：参加者４名
機械の操作方法、メンテナンス
方法（充電）、試用時の対象者
の姿勢・足の位置や動作、アー
ムの角度の確認、使用上の注意

• 試用する職員は必ず説明を受け
て から使用することとした。

18

手順３ 実行計画を立てよう（５／６）

マッスルスーツEvery：11月14日

• オンライン：参加者４名

機械の操作方法、メンテナンス

方法、装着方法とコツ、使用上

の注意

• 試用する職員は必ず説明を受け

てから使用することとした。

メーカー研修会の実施

かご

＼ロボ／ 2024

令和６年度鹿児島県介護生産性向上総合相談センター
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介護ロボットの試行的導入（Hug T1：11月１日～11月９日）

試行的導入開始に向け、施設用ミニマニュアルを作成

試行的導入開始！

19

手順３ 実行計画を立てよう（６／６）

Hug T1 居室にて Hug T1 トイレにて Every 居室にて

かご

＼ロボ／ 2024

令和６年度鹿児島県介護生産性向上総合相談センター
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P（改善活動の準備、現場の課題を見える化、実行計画）
試行的導入の段階で苦労した点・工夫した点

（苦労）使いこなせる職員もいたが、うまく使えない職員もいた

（Hug /Every）。

（工夫）使いこなせる「角度」「位置」について職員から再度指導をうけた。

（苦労）導入当初、使用中に「怖い」「痛い」と訴える入居者（認知症あり）

がいた（Hug）。

（工夫）その入居者には使用しないことを決めた。

（苦労）Hugにつかまったものの、移動中にHugから離れようとした入居者

（認知症あり）がいた（Hug）。

（工夫）その入居者には使用しないことを決めた。上記のような入居者の情報

を職員全体で共有した。

20

かご

＼ロボ／ 2024
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取り組みの結果
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手順４ 改善活動に取り組もう（１／４）

施設用マニュアルの改定

22

かご

＼ロボ／ 2024
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手順４ 改善活動に取り組もう（２／４）

23

かご

＼ロボ／ 2024
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手順４ 改善活動に取り組もう（３／４）

介護ロボットの本格的導入開始！

24

かご

＼ロボ／ 2024

令和６年度鹿児島県介護生産性向上総合相談センター

Hug T1

（11月11日～11月29日）
マッスルスーツEvery
（11月14日～24日）

かご

＼ロボ／ 2024
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取り組みの結果
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手順５ 改善活動を振り返ろう（１／７）
マニュアルの改善

26

かご

＼ロボ／ 2024
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手順５ 改善活動を振り返ろう（２／７）
マニュアルの改善
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手順５ 改善活動を振り返ろう（３／７）

28

かご

＼ロボ／ 2024

令和６年度鹿児島県介護生産性向上総合相談センター

腰痛アンケート結果（試用前）
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手順５ 改善活動を振り返ろう（４／７）

29
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令和６年度鹿児島県介護生産性向上総合相談センター

腰痛アンケート結果（試用前後）
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手順５ 改善活動を振り返ろう（５／７）

30

かご
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令和６年度鹿児島県介護生産性向上総合相談センター

腰痛アンケート結果（試用前後）



©2023 令和５年度介護ロボットの開発・実証・普及のプラットフォーム事業

手順５ 改善活動を振り返ろう（６／７）
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腰痛アンケート結果（試用後）
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手順５ 改善活動を振り返ろう（７／７）
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職員毎の直接・間接業務の割合

時間別の業務の割合 時間別の間接・直接業務の割合

タイムスタディ調査の一例（金曜）

Aさん

Bさん

Cさん

Dさん

Eさん

Fさん
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取り組みの結果
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手順６ 実行計画を練りなおそう

Positive
• 痛みや不快感を訴える入居者はいなかった（Hug / Every）。
• 試用期間中、職員の腰痛訴えはあまり聞かなかった（Hug / 

Every）。
• 入居者18名中、2名の移乗介助については成果がみられた（Hug 

/ Every）。

Negative
• 最終的に使いこなすところまでいかない職員もいた（Hug / 

Every）。
• 二人介助を完全に一人介助にすることはできなかった（Hug / 

Every）。
• 保管場所に取りに行くのに時間がかかり、利用しづらいと感じ
る職員もいた（Hug / Every）。
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Kaigo-Robot

Platform

2023

導入の成果
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導入の成果

介護ロボット導入の成果

• Everyでは、中腰の姿勢が楽であり、腰痛が軽減した。

• Hugでは、職員の身体に負担がかからないので、腰痛はほ

とんどなかった。

• アンケート結果をデータ化してみると、介護負担なく業務

に取り組めていた。

チームとしての成果

• 始めに役割分担をすることで、それぞれが主体となって実

行することができた。
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施設長のコメント

今回の事業を通して

• 全員が一丸となって取り組むことで、職場の連携が深まっ

た。

• 職員一人ひとりの意識が高まり、自己成長を促進する機会

となったと思う。

• 作業の見直しや計画的なテクノロジー導入により、業務プ

ロセスが効率化され、働きやすい環境が整うことが期待さ

れる。

• 今回の取り組みを通じて得られた事例やノウハウを、グル

ープ内の他事業所にも伝授していって欲しい。
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Kaigo-Robot

Platform

2023
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